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年齢 人数(%) 男性(%) 女性(%)
20歳代 2 (6) 0 (0) 2 (6)
30歳代 13(36) 0 (0) 13(36)
40歳代 13(36) 1(2) 12 (33)
50歳代 8 (22) 2(6) 6 (17)
表2.保育領域の実施学年
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実施した 幼稚園で 5 14保育所で 8 22 !42i中学校 2 6
実施していない 21 58
学 現行学習指導要領上 現行学習指導要領上 現行学習指導要領に
管描導内餐配 必修の内容 選択の内容 掲載のない内容
1 2 3 4 5 6 7 8 9
り 自 慣 心 遊 幼 家 幼 習 幼 幼 チ
分 身 び 児 族 児 児 児 太目
の の の の の の と の 子 て
成 発 遊 重 お 関 お の 食 ど 支
長 逮 び 要 も 霊 宝 や 触 坐 等 も 援
当 の や の 性 ち つ れ 活 権 対
時 振 坐 意 ' や 作 令 利 策
甲 り 宿 義 製 境 り い 条 や
数 近 習 等 作 等 学 約
時間 (校) 校 (%) 校 (%) 校 (%) 校 (%) 校 (o/.) 校 (%) 校 (%) 校 (%) 校 (%)
8 (3) 2(67) 2(67) 3(100) 2(67) 1(33) - - - -
10 (1) 1(100) 1(100) 1(100) 1(100) 1(100) - - - -
ll (2) 1(50) 1(50) 2(100) 2(100) 1(50) 1(50) - - -
12 (2) 2(100) 2(50) 1(50) 2(100) - 1(50) - - -
15 (4) 3(75) 4(100) 3(75) 4(1QO) 2(50) 3(75) 3(75) 2(50) 3(75)
16 (2) 1(50) 2(100) 1(50) 1(50) 1(50) 1(50) 1(50) 1(50) 1(50)
17 (9) 7(78) 7(78) 7(78) 8(89) 8(89) 6(67) 4(44) 4(44) 6(67)
18 (6) 6(100) 6(100) 6(100) 6(100) 3(50) 4(67) 3(50) 1(17) 2(33)
19 ( 1) 1(100) 1(100) 1(100) 1(100) 1(100) - - - -
20 (3) 2(67) 1(33) 2(67) 3(100) 2(67) 1(33) 2(67) 1(33) 1(33)
計 (33校) 26(79) 27(82) 27(82) 30(91) 20(61) 17(52) 13(39) 9(27) 13(39)















































































































実施する 幼稚園で 3 8





































難性｣7名 (28%)と ｢時間数不足｣7名 (28%)が
多く,保育領域全般の学習の中でも ｢触れ合い学習｣
に関することの比重が高いといえる｡
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表12.触れ合い学習を実施しなかった教師の意見
記述内容(例) カテゴリー のべ人数(%)
･意義あることだし,必要性 も十分 に感 じている〇必修になることは 良い事だと思 うo プラス評価 10(48)
･難しいo厳 しい〇時間数が足 りないo 困難性 15(71)
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してとらえることができる｡
また,触れ合い学習の代替教材の開発も課題であ
る｡この度の調査でも代替教材としておもちゃ作りや
絵本,紙芝居の製作をさせているところがあったが,
製作した後,それをどのように活用するかが重要であ
る｡作って終わりとするのではなく,幼児たちがそれ
を使って遊んでいる様子をビデオ撮影して視聴するな
ど子ども理解が一層進む方策を考える必要があろう｡
第49回東北地区中学校技術 ･家庭科教育研究会におい
て実践報告9)がなされたなかに,製作した絵本を地区
の子育てセンターに寄付し,中学生文庫コーナーを
作ってもらい5年分の絵本約600冊が開架され,多く
の親子に活用されているというものであった｡このよ
うな活動であれば長期休暇などにその場所に出向き活
用状況を確認したり,そこで幼児と触れ合うことも可
能である｡今後,このような代替教材の開発をするこ
とも重要になる｡
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